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Ⅰ.新・群馬県総合計画について

県民幸福度向上に向けた政策展開の基盤として、 ①県民幸福度の見える化、②県民幸福度
と県施策との関連等の分析、③幸福度の変化や施策への活用状況の継続的把握を実施。

県民の幸福度向上

○県民幸福度レポート

○既存の統計データの活用による把握【客観的指標】
・新･総合計画のロードマップに掲げるKPIやSDGsローカル指標を中心とした、幸福度に関連する統計データ

○独自調査（県民幸福度アンケート）実施による把握【主観的指標】
・主観的幸福実感
・幸福かどうかを判断するときに重視した事項
・「新・群馬県総合計画(基本計画)」に掲げる19の政策分野ごとの施策実感

R4国費活用



Ⅱ.幸福度アンケートについて

実施内容・目的

◆幸福度の現状を「見える化」するため、統計
データ等の客観的指標に加え、県民に対し幸
福実感や施策実感に関するアンケート調査を
行うことで、主観的幸福感を指標化する。

◆有限の資源で効果的・効率的に県民幸福度
向上に資する政策を立案するため、主観・客
観の両指標から現状分析を行い、政策立案
に活用する。R4実施結果は令和5年度に「群
馬県幸福度レポート」として公表予定。

R4実施時



Ⅱ.幸福度アンケートについて

調査概要・内容
◆調査概要
実 施 時 期：令和5年1月10日～2月7日
対 象 者：県内在住満18歳以上 3,300人(選挙人名簿を用いた層化二段無作為抽出)
調 査 方 法：郵送配布、郵送・WEBアンケートシステムによる無記名回収
有効回収数：1,568件（有効回収率47.5%)

◆調査内容
（１）質問項目：本質問14問（実質問数79問）
ア. 県民の主観的幸福実感についての項目：本質問8問（実質問数34問）
イ. 19政策分野ごとの施策実感についての項目：本質問1問（実質問数40問）
ウ. 特定の施策についての項目：本質問5問

（２）回答者属性：質問10問

R4実施時



Ⅱ.幸福度アンケートについて

調査アンケート用紙

R4実施時



Ⅲ.幸福度レポートについて

◆群馬県が目指す社会の幸福を県民に対し伝
えるとともに、幸福度の見える化による県民幸
福度の現状や県の施策について広く伝える。

◆毎年度、継続的に作成し、主観的指標（ア
ンケート）のほか、客観的指標も用い、経年の
変化や施策への活用状況等を把握・分析し、
公表。

◆公表時期：令和5年3月
R5年度のレポートで、R4に実施したアンケー
トをベースに分析。R5年度中に公表予定。

実施内容・概要

R4実施時



Ⅲ.幸福度レポートについて

分析：主観的幸福感

R4実施時

◆幸せ＋やや幸せの回答割合は67.7％

→分かりやすい指標ではあるが、レポートでは、
主観的幸福感のみでなく、客観的な指標でも
分析
（レポートの作成目的の一つ）



Ⅲ.幸福度レポートについて

分析：政策分野ごとの分析

R4実施時

◆19の政策分野ごとに
分析

R3幸福度アンケートで、
有意に上昇・下降した
項目を強調



Ⅲ.幸福度レポートについて

分析：各分野ごとの分析

R4実施時

◆各設問ごとに
・ 性別
・ 年代別
・ 地域別 等の
属性分析を実施

(１／２枚目)



Ⅲ.幸福度レポートについて

分析：各分野ごとの分析

R4実施時

◆関係部局と一緒に、
分析を実施

◆今後の取組方向も、
合わせて検討

(２／２枚目)



Ⅳ.今後の展望について

（１）幸福度の向上と施策効果のより深い分析、
分析を政策決定に反映する流れ（EBPMとの融合）

（２）各職員が幸福度アンケート結果を分析・検討できる
環境づくり

（３）幸福度アンケートの項目とWell-being指標との連携
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R5国費活用

（２）各職員が幸福度アンケート結果を分析・検討できる
環境づくり



Ⅳ.今後の展望について

（２）各職員が幸福度アンケート結果を分析・検討できる
環境づくり




